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教職課程センター紀要の原稿募集について

以下の要領で原稿を募集いたしますので、ご執筆をお願いいたします。


記

１．執筆資格：
・今年度，教職課程センターが管轄する資格に関する科目を担当する教員（専任・非常勤等をとわない）、科目を担当していないが実質的な資格課程の運営にかかわる教員、教職課程センター職員、将来資格科目を持つ予定がある教職員、そのほか編集委員会の認めた者。ただし、科目を担当していないが実質的な資格課程の運営にかかわる教員は、資格課程の運営のかかわりを編集委員会で確認した上で、科目を担当する専任教員との共著に限る。
・各執筆者が第一著者（単著を含む）として執筆できる論稿の数は原則１本までとし、編集委員会で認めた場合に限り２本まで認めることとする。
２．締切：
執筆申込―６月末（別紙の様式による）
原稿提出―８月末（機関リポジトリ申請用紙は校了時に提出）
※いずれも教職課程センター窓口にご提出いただくか、kiyou@ic.daito.ac.jp　にメール添付でお送り下さい（休業日を除いて３日以内に受稿の返信がなかった場合はお電話ください）。
３．論稿の分類と内容：
分類は「論文」、「研究ノート」、「その他」を設ける。内容は教職課程センターが管轄する資格、専門教科、教職課程センター業務に関連があること。論稿は、未発表の内容であり、他誌等へ投稿中・掲載予定でないものに限る。ただし、学位論文、学会等の発表要旨（未査読に限る）、研究報告書（ワーキングペーパー）、プレプリントは、加筆修正を行い、内容の一部が既発表であることを原稿中に明記すれば、未発表として扱う。
・論文：調査や文献などに基づく研究成果、理論的考察と明確な結論をそなえたもの。総説（レビュー）も含む。 
・研究ノート：論文ほど完成度が高い内容ではないが、公表することによって有用な資料として参考になるもの。
・その他：上記分類に該当しないもの（書評や翻訳、講演記録など）で申込前に編集委員会に相談があったもの。正式な分類名については内容を踏まえて編集委員会より決定する。なお、翻訳については，著者または出版社より翻訳許可を得ており，翻訳権の証明ができるものに限り受け付ける。
４．掲載の決定：
掲載の可否は編集委員会が決するものとする。ただし、査読制は採らない。編集委員会が本文、タイトル、論稿の分類等について確認や訂正を求めることがある。
５．分量・形式等：
別に定める執筆要領に則るものとする。
６．機関リポジトリへの掲載：
論文等は大東文化大学リポジトリで公開するものとする。提出原稿の校了後、１週間以内に機関リポジトリ申請用紙を提出する。
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